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「歯周病とうまく付き合うには？」

木村 重信 （きむらしげのぶ）先生

岩手医科大学 名誉教授

歯周病 （歯槽膿漏） は虫歯と違い歯自体の病気ではなく、 歯を支えている周りの組織

の炎症性の病気で、 たいていは歯そのものには問題がありません。 家に例えるなら、

家屋は壊れていないのに 、 家が乗っかる土地が流されたり陥没したりして家屋が

ゆらぎ、倒壊するような状況です。 歯周病にかかると本来の健全な状態に戻すのは

多くの場合難しいのが現状です。歯科疾患に関する日本の統計では、 歯周病の罹患率は40,.._,69歳以上で約80%

に達し 、永久歯が欠ける原因の第1位となっています。こんな統計の数字に接すると一般の方々は歯科医院に

行っても完治しないとすれば歯科医院に行く意味はないのか、 歯 が抜け落ちるのをただ待っているだけなのかと

心配されるかも知れません。講演では歯周病はどうして、 どのような段階を経て、 どのような症状を示すのだろうか

について説明し、それぞれの段階ごとにどのような予防と治療の方法があるのか、また仮に歯周病になったとしても、

この病気とどうすればとうまく付き合えるのかについてお話したいと考えています。

「広がり続ける薬の効かない感染症から身を守る」

朝野 和典（ともの かずのり）先生

大阪大学医学部附属病院 感染制御部 教授

アジアの国々は、とてもおもしろいですね。私は34年前に日本の病院で働き始めました。

ちょう どそのころの日本の病院と今のタイの病院は同じような雰囲気があり 、

タイムスリップしたようで、 とてもなつかしいと感じるのです。 それはタイの国の人たちに

失礼だろうと怒られるかもしれませんが、 「院内感染対策」という視点からみれば、その
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ようにみえるのです。 院内感染対策というのは、 さまざまな感染症が病院に広がらないようにすることです。 その中

でも薬の効かない感染症（耐性菌と呼ばれています）が大きな問題になっているのです。 幸い現代の日本では備えを

していてあまり広がっていないのですが、 備えのしっかりしていない30年前の日本と同じ問題が残るタイをはじめとする

アジアの国々では、病院や社会で広がり続けているのです。

今回は、 なぜアジアの国々で薬の効かない感染症が広がるのか、 それに対してどのような点に注意して生活すれば

よいのかについてお話をいたします。

至 ペチャブリ通り
BTSアソーク駅

左地図をご参照ください。

一BTSアソ ーク駅 3番出口(Iスカレーターを下りて地下道から

MRTスクンビy卜駅2番出口へ

出口から右手に徒歩約3分）

MRTスクンビット駅 2番出口（出口から右手に徒歩約3分）

一
アソ ーク通り（ペチャブリ通り方面）から、

およびスクンビy卜通りソイ23から

ホテル駐車場に入れます。
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